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研究題目 

数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続ける子どもの育成 

～一斉授業と自由進度学習を組み合わせたハイブリッド型学習を通して～ 

１ 研究のねらい 

本学級では、算数の授業で新たな問題に直面した際に、解決 

することができなかったり、解決しようとしなかったりする子 

の姿が多く見られる。実際にアンケートを行うと、新たな問題 

に出合ったとき、既習事項を活用したら問題解決することがで 

きると思わない子や、既習事項を活用して問題解決することが 

できない子がクラスの半数以上いることが分かった。（資料１） 

また、算数の授業の速さについて問うと、算数が得意だと 

思っている子は遅く感じ、算数が不得意だと思っている子は 

早く感じていることが分かった。（資料２） 

これらの実態から、本研究では、一斉授業と自由進度学習の両方の良さを兼ね備えたハイブリッド 

型の学習を通して、数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続ける子どもの育成を目指して

いく。私の考える数学的な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続ける子どもとは、新しい問題に

出合ったときに、前時との違いは何か、どんな既習事項が使えそうかといったことに着目して自ら考

え、問題解決ができる子どものことである。 

そこで、単元の導入の時間に行う一斉授業では、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するた 

めの発問の工夫をする。また、単元の中盤から行う自由進度学習の毎時間の冒頭では、数学的な見方・

考え方を働かせて問題解決するための話し合いの方法の工夫をする。そのようにすることで、数学的

な見方・考え方を働かせながら、自ら学び続ける子どもを育てることにした。 

２ 自由進度学習について 

 ⑴ これまでの実践を振り返って 

自由進度学習は、興味・関心や能力、進度に応じるだけでなく、個人で学ぶのか、仲間と学ぶの

かを選択して学習を進めることができる。しかし、問題解決の着眼点を見出すことができず、自ら

学習を進めることが難しい子もいた。そこで、今年度の実践では、一斉授業で数学的な見方・考え

方を共有し、問題解決に向かえる工夫をする。その上で、自由進度学習の冒頭で、既習事項を活用

して問題解決することができるような工夫もする。そうすることで、共有すべきことを全体で確認

しながら進めることのできる一斉授業と、個に応じた学びを進めることのできる自由進度学習の両

方の良さを兼ね備えたハイブリッド型学習を実 

現し、数学的な見方・考え方を働かせながら、 

  自ら学び続ける子どもを育成する。（資料３） 

 

１ 名古屋 橘小学校 
名前   大 崎 裕 貴 

オオサキ ユウキ 

分科会番号 ４ 分科会名 数 学 教 育 （ 算 数 ） 

【資料１ 未習の問題に直面した際の既習事項の活用について（４月）】

7 7 7 9算数科の学習で学んだことを日常生

活で活用できると考えますか？

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

習っていない新たな
問題に出合ったとき、
これまでに学んだこ
とを使って、解くこ
とができていますか。

（ｎ＝30）

7 8 8 7算数科の学習で学んだことを日常生

活で活用できると考えますか？

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

習っていない新たな問
題に出合ったとき、こ
れまでに学んだことを
使えば、解くことがで
きると思いますか。

（ｎ＝30）
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【資料２ 算数についての思いと授業の速さについての関係（４月）】

（ｎ＝30）

【資料３ ハイブリッド型学習の流れ】

一斉授業

・数学的な見方・考え
方を共有し、問題解決
に向かえるようにする。

一斉授業自由進度学習

・既習事項を活用して、問
題解決ができるようにする。
・個に応じた学習を進める
ことができるようにする。

本単元の学習
内容を全体で
確認する。
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 ⑵ 準備 

  自分に合った計画を立てるための学習計画表や学習内容の見通しをもつための単元進度表、１時

間の学習内容を１枚のプリントで完結できる学習プリントなどを教師が準備する。（資料４） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ⑶ 学習方法と環境整備 

  自ら学び続けるために、様々な学習方法から選択できるようにする。また、様々な観点で自分の 

状況を確認し、学びを自己調整することができるように、掲示物を準備する。（資料５） 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 ⑷ 各時間の課題と発展課題 

  単元の一部を未習のまま終えることがないよ 

うに、学習プリントを課題として設定する。各 

時間の課題となっている学習プリントは、決め 

られた時間までに終えなければならない。課題 

を終えた子が興味・関心や能力、進度に応じて 

取り組める発展課題も準備する。（資料６） 

 ⑸ 自由進度学習の１時間の学習の流れ 

子どもたちが安心して、活発な話し合いをすることができるようにするために、自由進度学習の 

冒頭ではサークル対話を行う。サークル対話では、「本時と前時で何が違うか」や「活用できる既習

事項は何か」を想起できる話し合いの工夫を取り入れる。サークル対話を終えたら、学び方のめあ

てを立て、自分の立てた計画に沿って学習を進める。課題を終えていない子は各時間の課題に取り

組み、答え合わせをし、教師に提出する。課題を終えている子は次の時間の課題や発展課題に取り

組んだり、復習したりする。最後に学び方の振り返り 

をする。また、学習理解度を確認するために、単元の 

中盤から終盤にチェックテストを行う。（資料７） 

【学習計画表】 【単元進度表】 【学習プリント（課題）】

【資料４ 自由進度学習の準備】
算数科 たし算とひき算の筆算 

（  ）番 名前（              ）    
 学習ないよう かだい 

１ 

（いっせい） 

３けたの数をたすたし算の筆算のしか

たを考える。 

プリント① 

２ 

（いっせい） 

十の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント② 

３ 

（いっせい） 

百の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント③ 

４ 

(いっせい) 

３けたの数をひくひき算の筆算のしか

たを考える。 

プリント④ 

５ 

(自由進度) 

一の位も十の位もくり下がりのある筆

算のしかたを考える。 

プリント⑤ 

6 

(自由進度) 

ひかれる数の十の位が０でくり下げら

れないときの筆算のしかたを考える。 

プリント⑥ 

７ 

(自由進度) 

これまでの学習ないようをみにつけ

る。 

プリント⑦ 

※チェックテスト 

８ 

(自由進度) 

３けたの数の筆算をもとにして、４け

たの数の筆算のしかたを考える。 

プリント⑧ 

９ 

(自由進度) 

３つの数のたし算のしかたを考える。 プリント⑨ 

10 

(自由進度) 

（いっせい） 

これまでの学習をふり返る。 プリント⑩ 

 

 めあて（学び方） 何を？ どうやって？ ふりかえり 

分かったこと・分からなかったこと 学び方（今の気持ちのお天気とそのりゆう） 

１ 

（いっせい） 

 

 

プリント① ・ともだちと 

・先生と 

  

２ 

（いっせい） 

 

 

プリント② ・ともだちと 

・先生と 

  

３ 

（いっせい） 

 

 

プリント③ ・ともだちと 

・先生と 

  

４ 

（いっせい） 

 

 

プリント④ ・ともだちと 

・先生と 

  

５ 

（自由進度） 

 

 

 ・ 

 

  

６ 

（自由進度） 

 

 

 

 

    

７ 

（自由進度） 

 

 

 

 

    

８ 

（自由進度） 

 

 

 

 

    

９ 

（自由進度） 

 

 

 

 

    

10 

（自由進度） 

（いっせい） 

 

 

 

    

プリント① 

名前（                   ） 

えんぴつとけしゴムを買うと、何円になりますか。 

 

（しき） 

 

（こたえ） 

ノートと下じきを買うと、何円になりますか。 

（しき） 

 

 

 

 

１ 154＋237 を筆算でしてみましょう 

２つの何 

≪なにがちがう？≫ 

 

 

 

≪なにがつかえる？≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

めあて 

これからのめあて 

まとめ 

① １５４ 

 ＋２１８ 

② ２６９ 

 ＋１０５ 

③ ８５３ 

 ＋ ２９ 

④ ３０８ 

 ＋３０４ 

⑤ ６１２ 

 ＋１５７ 

【資料５ 学習方法と学びを自己調整するための掲示物】

正しく答え合わせをすることができて
いるかを確認し、学びを自己調整する
ための掲示物！

学
習
方
法

掲
示
物

１時間の自分の学習方法を振り返り、
学びを自己調整するための掲示物！

ミニレッスン教科書・ドリルタブレット教材友達と学ぶ一人で学ぶ

大盛 日常生活に活用しよう 中盛 未来への道 小盛 見方・考え方を振り返ろう

各時間の課題 ※各時間に設定してあり、その時間内に終えなければならない。

発展課題 ※各時間の課題を終えた子から取り組むことができる。（取り組まなくてもよい）

【資料６ 各時間の課題と発展課題】

【難易度：高】 【難易度：中】 【難易度：低】

算数科 たし算とひき算の筆算 

（  ）番 名前（              ）    
 学習ないよう かだい 

１ 

（いっせい） 

３けたの数をたすたし算の筆算のしか

たを考える。 

プリント① 

２ 

（いっせい） 

十の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント② 

３ 

（いっせい） 

百の位にくりあがりのある筆算のしか

たを考える。 

プリント③ 

４ 

(いっせい) 

３けたの数をひくひき算の筆算のしか

たを考える。 

プリント④ 

５ 

(自由進度) 

一の位も十の位もくり下がりのある筆

算のしかたを考える。 

プリント⑤ 

6 

(自由進度) 

ひかれる数の十の位が０でくり下げら

れないときの筆算のしかたを考える。 

プリント⑥ 

７ 

(自由進度) 

これまでの学習ないようをみにつけ

る。 

プリント⑦ 

※チェックテスト 

８ 

(自由進度) 

３けたの数の筆算をもとにして、４け

たの数の筆算のしかたを考える。 

プリント⑧ 

９ 

(自由進度) 

３つの数のたし算のしかたを考える。 プリント⑨ 

10 

(自由進度) 

（いっせい） 

これまでの学習をふり返る。 プリント⑩ 

【単元進度表】
プリント⑤ 

名前（                   ） 

５ 321－185 を筆算でしてみましょう。 

（筆算） 

 

 

 

２つの何 

≪なにがちがう？≫ 

 

 

≪なにがつかえる？≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

めあて 

一の位も十の位もくり下がりがある筆算のしかたを考えよう。 

まとめ 

一の位も十の位もひけない筆算でも、 

（    ）の位から 

じゅんに（    ）回 

くり下げると計算できる！ 

⑥ ３９０ 

 －１９４ 

⑦ ９８８ 

 －１８９ 

⑧ ７１４ 

 －６１８ 

⑨ ９９０ 

 －８９９ 

⑩ ５４１ 

 － ４８ 

① ３２１ 

 －１６４ 

② ５５５ 

 －１７７ 

③ ４１１ 

 －２２２ 

④ ６３０ 

 －２４２ 

⑤ ２３８ 

 － ６９ 

【学習プリント（課題）】※ ５時間目の自由進度学習では、プリント⑤を終えなければならない！

特盛 学んだことを自分の好きな方法でまとめよう（ポスター・替歌など） 【難易度：高】

【資料７ 自由進度学習における１時間の学習の流れ】

授業冒頭と終盤の一斉授業 授業中盤の自由進度学習

サークル対話 学び方のめあて

学び方の振り返り

各時間の課題 答え合わせ

教師に提出

AI型教材
発展課題
など

※ 教師は、子どもたちの理解度を
見取り、一人一人に合った個別の
支援を行う。また、必要に応じて
一斉授業を行うこともある。

チェックテスト
単元の中盤から終盤の

好きなタイミングで取り組む
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３ 研究の内容 

 ⑴ 研究対象 第３学年桜組 31人 

⑵ 研究の手立て 

手立て１ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための発問の工夫 

単元前半の一斉授業で『２つの何』を問う。これまでの問題と『何が違うか』や、問題を解

決するために『何が使えるか』を問う。そうすることで、数学的な見方・考え方を働かせて問

題解決することができるようにする。 

手立て２ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための話し合いの方法の工夫 

    自由進度学習の毎時間の冒頭にサークル対話を行う。「前時の振り返り」、「前時で扱った２つ

の何」、「本時の２つの何」をテーマに話し合わせることで、自由進度学習でも、数学的な見方・

考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

４ 第１実践の内容  

⑴ 単元 たし算とひき算の筆算 

⑵ 単元構成 第１～４時：一斉授業（手立て１） 

第５～９時：自由進度学習（手立て２） 

第 10時：自由進度学習・一斉授業 

⑶ 実践の手立て 

手立て１ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための発問の工夫 

一斉授業で『２つの何』を問う。第２学年までに学習した３位数＋２位数の問題と本時の３

位数＋３位数の問題との違いや、３位数＋３位数の問題を解決するために使える既習事項は何

かを問うことで、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

手立て２ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための話し合いの方法の工夫 

   自由進度学習の冒頭でサークル対話を行う。「前時の振り返り」、「前時で扱った２つの何」、

「本時の２つの何」をテーマに話し合わせる。前時の繰り下がりが１回の引き算の筆算と本時

の２回繰り下がりがある引き算の筆算の違いに気付かせ、２回繰り下がりのある引き算の筆算

を解決するために使える既習事項は何かを話し合わせることで、自由進度学習でも、数学的な

見方・考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

⑷ 実践の様子 

１時間目、一斉授業を行った。本時の問題である「154＋237」を提示し、『２つの何』を考えさ

せた。子どもたちは、これまでに学習した足し算の筆算は３桁＋２桁であったが、本時の問題は

３桁＋３桁になっているという違いを見付け、３桁＋３桁の筆算でも既習の小さい位から計算す

ることや同じ位で足し算をしたときに 10を越えた 

ら繰り上がることを使えば、解決できるというこ 

とに気付くことができた。その後の自力解決では、 

多くの子が既習事項を活用して、本時の問題であ 

る「154＋237」を解決することができた。（資料８） 

  ５時間目、本時から自由進度学習で学習を進める。サークル対話で「前時（４時間目）の振り

返り」や「前時で扱った２つの何」、「本時（５時間目）の２つの何」を話し合った。前時の問題

は、繰り下がりが１回であったが、本時の問題である「321－185」は２回繰り下がりがあるとい

う違いを見付け、２回繰り下がりがある引き算の筆算でも、既習の小さい位から計算することや

【資料８ 一斉授業で共有した『２つの何』】
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同じ位で引き算ができないときには一つ上の位から繰り下がることを使えば解決できるというこ

とを共有することができた。その後、子どもたちは学び方のめあてを立て、自由進度学習を行っ

た。ミニレッスンを受けに来る子や友達と学習する子、一人で学習する子など様々であった。 

   ６時間目の自由進度学習では、ミニレッスンに訪れた子どもの中に、２桁－２桁の計算すら難

しく、本時の問題を解決することができないＡ児がいた。私が付き添い、２年生までの引き算の

学習を一緒に振り返った。すると、Ａ児は「分かったけど…」と小さな声で不満そうにつぶやい

た。私が、その理由を問うと「僕も自分の力で学習したい」と答えた。自由進度学習では、理解

が不十分な子の支援を行う時間を多く確保することができるため、理解が不十分な子を救うこと

ができると考えていた。しかし、それは教師の一方的な考えであり、理解が不十分な子でも自分

で学習を進めたい子がいるということに気付かされた。第２実践では、どんな子でも自ら問題解

決し、自分の力で学び続けることができるための工夫が必要だと強く感じた。その後、クラスの

様子を観察すると、友達と『２つの何』を考えながら本時の課題に取り組む子やこれまでの学習

内容を一人で黙々と復習する子の姿が見られた。 

   10時間目の前半の自由進度学習では、多くの子がすでに本単元の課題を終えており、ＡＩ型教

材で復習をする子や発展課題に取り組む子など様々であった。後半の一斉授業では、学びのまと

めの問題を取り上げて本単元の学習内容の確認をし、本単元の振り返りを行った。 

⑸ 第１実践の成果と課題 

一斉授業で『２つの何』を問う 

ことで、多くの子どもたちが数学 

的な見方・考え方を働かせて問題 

解決することができた。（資料９） 

しかし、『２つの何』を考えることはできたが、主問題を解決することができない子どもの姿も 

見られた。主問題を解決することができなかった子どもの学習プリントを確認すると、活用でき

る既習事項を想起することはできているが、その既習事項を正しく理解することができていない

ことが分かった。第２実践では、活用できる既習事項を全体で確認する工夫を取り入れる必要が

あると考える。 

自由進度学習のサークル対話で「前時の振り返り」、 

「前時で扱った２つの何」、「本時の２つの何」をテー 

マに話し合わせることで、自由進度学習でも、数学的 

な見方・考え方を働かせて、問題解決する子の姿が見 

られた。振り返りには、これまでに学習したことが大 

切だという記述や『２つの何』を考えれば問題解決で 

きるという記述も見られた。（資料 10） 

しかし、サークル対話で話し合ったが、これまでの学習内容が身に付いておらず、自分の力で

問題解決をすることができない子どもの姿も見られた。第２実践では、どんな子でも自分で問題

解決することができるような工夫を取り入れる必要があると考える。 

様々な発展課題を準備したことで、単元の内容を終えた子も時間を持て 

余すことなく、最後まで意欲的に学び続けることができた。発展課題に取 

り組んだ子の中には、足し算・ひき算の筆算の仕方や足し算・ひき算の筆 

算をするときの気を付けることを替歌にして表現する子もいた。（資料 11） 

【資料９ 数学的な見方・考え方を働かせて解決できたか（ｎ＝28）】

主問題を解決することができた。１時間目の一斉授業
（ノートの記述） ×〇

４人21人〇『２つの何』（何が違
う・何が使える）を
考えることができた。

２人１人×

【資料11 完成した発展課題（特盛）】

【資料10 子どもたちの振り返りの記述】
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⑹ 第２実践に向けて 

改善策１ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための確認の工夫 

  一斉授業で『２つの何』を考えさせた後に、解決するために使える既習事項を全体で確認す

ることで、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

改善策２ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための振り返りの工夫 

 本単元と関わりのある過去の学習内容を振り返ることのできる復習プリントを準備する。復

習プリントに取り組むことで、前学年までの学習内容を確認し、数学的な見方・考え方を働か

せて本単元の問題も解決することができるようにする。（資料 12） 

５ 第２実践の内容  

⑴ 単元 一万をこえる数 

⑵ 単元構成 第１～３時：一斉授業（手立て１・改善策１） 

第４～10時：自由進度学習（手立て２・改善策２） 

第 11時：自由進度学習・一斉授業 

⑶ 実践の手立て 

手立て１ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための発問の工夫 

一斉授業で『２つの何』を問う。前時までに学習した万の位まで数の問題と本時の十万の位

までの数の問題との違いや、十万の位までの数の問題を解決するために使える既習事項は何か

を問うことで、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

手立て２ 数学的な見方・考え方を働かせて問題解決するための話し合いの方法の工夫 

 自由進度学習の冒頭でサークル対話を行う。「前時の振り返り」、「前時で扱った２つの何」、「本

時の２つの何」をテーマに話し合わせる。前時は億という数を調べたり、一万を基に数の大きさ

を考えたりしたが、本時は数の大きさを比較する問題だという違いに気付かせ、数の大きさを比

較する問題で使える既習事項は何かを話し合わせることで、自由進度学習でも、数学的な見方・

考え方を働かせて問題解決することができるようにする。 

⑷ 実践の様子 

２時間目の一斉授業では、本時の問題である「809974という 

数について調べましょう」を提示し、『２つの何』を考えさせた。 

子どもたちは、これまでに学習した大きい数は万の位までの数 

であったが、本時の問題は前時の問題より１つ上の位まである 

という違いを見付け、前時の問題より１つ上の位まである大きな数でも、位取り板やそれぞれの位

の数の集まりを考えることを使えば、調べられることに気付くことができた。（資料 13） 

 その後、位取り板の使い方やそれぞれの位の数の集まりを考えることを全体で確認することで、

多くの子が既習事項を活用して 809974について調べることができた。 

４時間目、本時から自由進度学習で学習を進める。サークル対話で「前時（３時間目）の振り

返り」や「前時で扱った２つの何」、「本時（４時間目）の２つの何」を話し合った。前時の問題

では、一億を調べたり、一万を基に数の大きさを考えたりしたが、本時の問題である「38000と

36000では、どちらが大きいですか」は数の大きさを比較する問題であるという違いを見付け、 

数の大きさを比較する問題では、既習の大きい位から順に数の大きさを比べることや、２年生で

学んだ記号（＞・＜）を使えば数の大小を表すことができるということを共有できた。その後の

自由進度学習では、サークル対話で話し合ったことを基に、問題解決する子の姿が見られた。 

【資料12 復習プリント（４時）】
ふくしゅうプリント①（プリント④：数の大小のくらべ方） 

名前（                   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何の位をみれば分かるかな？ 

347 と 289 をくらべるときは、（   ）の位をみればいい！ 

百の位が、（   ）と（   ）だから、 

（      ）の方が大きい！ 

 

347 と 350 をくらべるときは、百の位の数字が同じだから、（   ）の位を見ればいい！ 

        十の位が、（   ）と（   ）だから、 

（      ）の方が大きい！ 

数の大きさをくらべるときは、（   ）の位からじゅんにくらべる！ 

⇒３年生では、百のくらいより、大きな位を学びました。 

 百の位よりも大きな位でも、（    ）の位からじゅんにくらべれば、数の大小が分かる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生では、>、<の読み方を学びます！⇒プリント④を頑張ろう～！ 

【資料13 一斉授業で共有した『２つの何』】
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５時間目の自由進度学習では、Ａ児が「先生、復習プリントちょうだい」と満面の笑みで私の

元に訪れた。第２実践では、Ａ児は復習プリントを使うことで自ら学習を進めることができてい

る。この時間も復習プリントで２年生までの学習を振り返ってから本時の課題に取り組もうとし

ていた。楽しそうに自ら学び続けるＡ児の姿を見て、私はうれしかった。 

７時間目の自由進度学習で、８時間目の課題に取り組んでいる 

２人の子どもがいた。２人は、７時間目の課題と８時間目の課題 

を見比べたり、話し合ったりすることで違いに気付き、既習事項 

を活用して、８時間目の課題を解決していた。『２つの何』を考え 

ることで、自由進度学習でも、数学的な見方・考え方を働かせて 

問題解決する子どもの姿が見られた。（資料 14） 

  11時間目の前半の自由進度学習では、最後の課題に取り組む子や発展課題を仕上げる子、復習す

る子の姿が見られた。後半の一斉授業では、これまでの学習内容の確認をし、振り返りを行った。 

⑸ 第２実践の成果と課題 

一斉授業で『２つの何』を問うことで、 

第２実践でも多くの子どもが数学的な見 

方・考え方を働かせて問題解決すること 

ができた。（資料 15）また、既習事項を 

全体で確認することで、『２つの何』は考えられたが、主問題を解決できなかった子が減った。 

しかし、『２つの何』を考えられず、主問題を解決できない子の姿が見られる。まずは『２つの

何』を考えることができるようにするために、問題提示の仕方に工夫を取り入れようと考える。 

自由進度学習のサークル対話で「前時の振り返り」、「前時で扱った２つの何」、「本時の２つの何」 

をテーマに話し合わせることで、自由進度学習でも、数学的な見方・考え方を働かせて問題解決す

る子の姿が多く見られた。また、友達と『２つの何』を考え、問題解決する子の姿も見られた。復

習プリントを準備したことで、数学的な見方・考え方を働かせて、問題解決できる子が増えた。実

際にＡ児は、復習プリントに取り組むことで、自分の力で問題解決することができるようになった。 

しかし、課題もある。サークル対話で「本時の２つの何」を話し合わせることで、一部の子の

「本時の２つの何」を考える機会を奪っていることだ。サークル対話を終えた後に「詳しく教え

て！」と『２つの何』について尋ねてくる子がいた。サークル対話の短い時間では考えられない

が、時間があれば考えられる子もいる。サークル対話で話し合うテーマやサークル対話の行い方

について、改善する必要があると考える。 

６ 研究のまとめ 

 ７月、「表とグラフ」の授業で『２つの何』を 

問おうとすると、「２年生のグラフとの違いは、 

〇を並べていたのが棒になっていること」とあ 

る子が言った。すると、他の子も声を上げ『何 

が使えるか』を話し合い始めた。４月は新たな問題に直面した際に、解決しようとしなかったり、解

決できなかったりした子が多くいたが、今は前時との違いを見付け、活用できる既習事項を考えてい

る。既習事項の活用についての意識の変化がアンケートからも分かった。（資料 16） 

 ３か月という短い期間で、目指す子どもの姿に少しだけ迫ることができた。今後も、数学的な見方・

考え方を働かせながら、自ら学び続けられる子どもを育成するために、実践を重ねていきたい。 

【資料15 数学的な見方・考え方を働かせて解決できたか（ｎ＝30）】

主問題を解決することができた。２時間目の一斉授業
（ノートの記述） ×〇

２人24人〇『２つの何』（何が違
う・何が使える）を
考えることができた。

４人０人×

【資料16 未習の問題に直面した際の既習事項の活用について（７月）】

14 7 5 4算数科の学習で学んだことを日常生

活で活用できると考えますか？

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

習っていない新たな
問題に出合ったとき、
これまでに学んだこ
とを使って、解くこ
とができていますか。

（ｎ＝30）

18 8 3 1算数科の学習で学んだことを日常生

活で活用できると考えますか？

はい どちらかといえばはい

どちらかといえばいいえ いいえ

習っていない新たな問
題に出合ったとき、こ
れまでに学んだことを
使えば、解くことがで
きると思いますか。

（ｎ＝30）

50％⇒86％
（36％増）

47％⇒70％
（23％増）

【資料14 子どもたちが考えた『２つの何』】


